
   

   

   

ペットの情報  

 
ペットの外見や特徴が分かる写真を貼りましょう。 

（ペットが複数いる場合は、このページをコピーして上

部のりしろ部分に貼り付けてください。） 

ペットの名前：                  

ペットの種類： 犬 ・ 猫 ・ その他（     ） 

犬種・猫種等：                  

体色：          体重：       kg 

性別： オス ・ メス  避妊・去勢手術： 未 ・ 済  

登録番号（犬）：                 

ﾏｲｸﾛﾁｯﾌﾟ： 無 ・ 有（No．          ） 

その他の特徴：                  

のりしろ  

緊急時の連絡先  

災害発生時の対応  

○かかりつけの動物病院 

 病院名：                   

 電話番号：                  

病院名：                   

 電話番号：                  

 

○その他の緊急連絡先（ペットの預け先等） 

 氏名：                    

 電話番号：                  

氏名：                    

 電話番号：                  

○ まずは飼い主の身の安全を確保しましょう。 

避難路を確保し、その後、火の始末をしてくださ 

い。 

○ ペットが動揺している場合があります。落ち着い 

てペットの安全を確認してください。（屋外に出る 

場合は、ブロック塀の倒壊や瓦の落下等に注意し 

てください。） 

○ 犬は首輪にゆるみがないか確認し伸縮しないリー 

ドを付け、小型のペットはケージに入れて避難し 

てください。 

○ 避難するときは見知らぬ動物に近づかず、不用意 

に手を出さないでください。 

 

 

ペットを守ることができるのは飼い主だけです。避

難する場合は、原則としてペットを同行して避難して

ください。なお、万が一ペットホテルや知人等にペッ

トを預ける場合のことも考え、預け先の条件や費用等

を確認しておくことも大切です。 

 

○ペットに関するお問い合わせ（平日８：30～17：15） 

三重県鈴鹿保健所  059-382-8674 

鈴鹿市環境政策課  059-382-9014 

写 真 

表紙 裏表紙 

５ ２ 

 きりとり 

この手帳は、災害時にペットと安全に避難

し、安心して一緒に生活するための手引きと

して作りました。災害に対しての備えや、災害

時の注意事項を記載しています。必要事項を

記入後、非常持ち出し袋等に入れて、いつでも

持ち出せるようにして御活用ください。 

協力：鈴亀地区獣医師会 

鈴鹿市 

ペットを守ることができるのは飼い主だけです。避

難する場合は、原則としてペットを同行して避難して

ください。なお、万が一ペットホテルや知人等にペッ

トを預ける場合のことも考え、預け先の条件や費用等

を確認しておくことも大切です。 



   

   

   

 

飼い主の情報  

 
飼い主とペットが一緒に写っている写真を貼りましょ

う。飼い主であることを証明するときに役に立ちます。 

住所：〒                     

                         

氏名：                      

電話番号：                    

携帯電話：                    

写 真 

日頃からの備え  

鑑札・迷子札について  

○ 狂犬病予防注射と各種ワクチン接種 

○ ノミ・ダニ等寄生虫駆除、フィラリア予防（多数 

のペットが集まる避難所は、様々な病気がうつる 

恐れがあります。） 

○ 不妊・去勢手術（他のペットとのトラブルを防ぐ 

ため） 

○ 飼育場所に倒れやすいものがないかの点検 

○ 首輪・くさりの点検（犬の場合、首輪と首の間に 

指が２本入る程度） 

災害時の混乱で、ペットが迷子になるかもしれま

せん。室内飼いの犬や猫にも、常に首輪や迷子札を付

けましょう。マイクロチップの装着も効果的です。 

  

ペットのための持出品リスト  

□ 最低３日分の餌と水 

□ 療養食、薬 

□ 食器 

□ キャリーバッグ、ケージ 

□ 予備の首輪、リード 

□ 排泄物の処理用具（ペットシーツ、トイレ砂、 

ポリ袋、新聞紙等） 

□ ワクチン接種状況、既往症、薬の情報等 

□ 手入れ用品（ブラシ、ウエットティッシュ等） 

□ タオル（防寒や清掃に使えます） 

□ ポリ袋（ゴミ袋、食器の代わりに使えます） 

□ ガムテープ（ケージの補修、動物情報の掲示等に 

使えます） 

□ おもちゃ等匂いがついた用品 

1 最優先物品  

2 あると便利なもの  

 

 

 

１ ６ 

３ ４ 

基本的なしつけ  

避難所では、大勢の人や他のペットと集団生活に

なります。動物アレルギーの方や動物が苦手な方も

います。他の人に迷惑にならないように、普段から基

本的なしつけをしておきましょう。 

これは周りの人のためであると同時に、ペット自

身のストレスを減らすことにもつながります。 

 

○ 「おいで」「おすわり」「まて」 

○ 決められた場所での排泄 

○ 不必要に鳴かせない 

○ 人や動物を怖がったり、攻撃的にさせたりしない 

○ ケージに慣れさせる（中で餌を与える、使い慣れ 

た毛布を敷く等） 
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